
 

平成１８年７月２０日

「狭帯域ＣＳデジタル放送方式の高度化に関する技術的条件」 
についての情報通信審議会からの答申 

 総務省は、本日、情報通信審議会（会長：庄山 悦彦 株式会社日立製作所 代表執行役 執行役社長）か

ら、平成17年10月31日付け諮問第2019号「ＣＳデジタル放送方式（広帯域伝送方式を除く。）の高度化に関す

る技術的条件」について答申を受けました。

 ＢＳ放送、地上デジタル放送の高精細度テレビジョン（ＨＤＴＶ）化、高解像度・大画面の薄型テレビの急速な
普及を受け、ＣＳデジタル放送のうち27MHz帯域幅を使用するもの（狭帯域ＣＳデジタル放送）において、
ＨＤＴＶ放送による多チャンネルサービスへのニーズが高まっているとともに、より一層のＣＳデジタル放送の

発展を促すため、最新のデジタル放送技術の導入が望まれています。 

 このような状況の下、情報通信審議会情報通信技術分科会において「ＣＳデジタル放送方式の高度化に関

する技術的条件」について審議が進められたところ、本日、答申を受けたものです。 

 

 別紙(PDF)のとおりです。 

 なお、本答申は、平成１８年６月５日から平成１８年７月５日まで同審議会が実施した意見の募集の結果（別

添(PDF)を参照）を踏まえて行われたものです。 

 

 総務省では、この答申を踏まえ、狭帯域ＣＳデジタル放送方式の高度化について、速やかに技術基準の策

定等を進めていく予定です。 

 

 

 

 

１ 背景

２ 答申の概要

３ 今後の予定

 （関係報道資料） 

「ＣＳデジタル放送の高度化に関する技術的条件」の情報通信審議会への諮問 

【平成17年10月31日】 

http://www.soumu.go.jp/s-news/2005/051031_7.html  

ＣＳデジタル放送高度化委員会報告（案）に対する意見の募集（狭帯域ＣＳデジタル放送の高度化に関

する技術的条件）【平成18年6月5日】 

http://www.soumu.go.jp/s-news/2006/060605_1.html  

連絡先：情報通信政策局放送技術課 

（担当：臼井専門職、竹村開発係長）

電話 ：（代表）03-5253-5111（内線5785） 

（直通）03-5253-5785

ＦＡＸ ：03-5253-5788

Ｅ-mail ：dcs-p@ml.soumu.go.jp
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調

方
式

及
び

F
E
C

（
内

符
号

）
の

識
別

領
域

に
新

た
に

追
加

。

放
送

と
非

放
送

を
識

別
す

る
た

め
に

使
用

さ
れ

る
シ

ス
テ

ム

管
理

記
述

子
に

、
放

送
の

標
準

方
式

の
種

別
と

割
当

て
を

新
た

に
追

加
。

伝
送

性
能

検
証

に
よ

り
、

現
行

の
技

術
基

準
が

定
め

る
技

術
的

条
件

を
満

た
す

こ
と

を
確

認

伝
送

性
能

検
証

に
よ

り
、

現
行

の
技

術
基

準
が

定
め

る
技

術
的

条
件

を
満

た
す

こ
と

を
確

認

３
．
周
波
数
条
件
等
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通
信

衛
星

受
信

装
置

送
信

装
置

伝
送

容
量

伝
送

容
量

の
増

大
の

増
大

・
圧

縮
率

の
・
圧

縮
率

の
向

上
向

上

従
来

：
H

D
TV

 1
ch

／
中

継
器

新
方

式
：

H
D

TV
 3

ch
／

中
継

器

現
行
の
衛
星
中
継
器
と
受
信
ア
ン
テ
ナ
の
ま
ま
、
高
画
質
化
や
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
が
可
能
に

2
7
M

H
z衛

星
中

継
器

１
本

に
多

重
可

能
な

H
D

T
V

の
チ

ャ
ン

ネ
ル

数
：

1
ch
程
度

2
7
M

H
z衛

星
中

継
器

１
本

に
多

重
可

能
な

H
D

T
V

の
チ

ャ
ン

ネ
ル

数
：

1
ch
程
度

現
行

方
式

現
行

方
式

2
7
M

H
z衛

星
中

継
器

１
本

に
多

重
可

能
な

H
D

T
V

の
チ

ャ
ン

ネ
ル

数
：

3
ch
程
度

2
7
M

H
z衛

星
中

継
器

１
本

に
多

重
可

能
な

H
D

T
V

の
チ

ャ
ン

ネ
ル

数
：

3
ch
程
度

新
方

式
新

方
式

（D
V

B
-S

.2
 +

 H
.2

64
）

現
行

方
式

（
D

V
B

-
S
＋

M
P

E
G

-
2
）

1
中

継
器

当
た

り
の

伝
送

容
量

：
約

2
9
M

bp
s

フ
ル

H
D

T
V

1
c
h
の

伝
送

容
量

：
約

2
2
M

bp
s

⇒
2
9
M

bp
s÷

2
2
M

bp
s/

c
h
≒

1
c
h

新
方

式
（
D

V
B

-
S
.2

＋
H

.2
6
4
）

1
中

継
器

当
た

り
の

伝
送

容
量

：
最

大
約

4
5
M

bp
s

フ
ル

H
D

T
V

1
c
h
の

伝
送

容
量

：
約

1
3
M

bp
s

⇒
4
5
M

bp
s÷

1
3
M

bp
s/

c
h
≒

3
c
h

２
０

０
６

年
内

を
目

途
に

技
術

基
準

を
改

正
し

、

民
間

標
準

規
格

の
策

定
や

受
信

機
開

発
等

を
経

て

２
０

０
８

年
頃

に
サ

ー
ビ

ス
開

始
の

見
込

み

４
．
新
方
式
導
入
に
よ
る
効
果
と
利
用
イ
メ
ー

ジ


	資料番号: 資料１-６


